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最後に  

１．新型コロナウイルス感染症について 

 令和元年１２月、中華人民共和国で肺炎患者が集団発生しました。その後、新型コロナウイルス感染症

の感染は世界に拡大し、世界保健機関（WHO）は公衆衛生上の緊急事態を令和２年１月３０日に宣言し

ました。日本では、１月１６日に初めての患者が報告され、２月１日に指定感染症に認定されました。 

３月下旬から患者数が増加し、４月には改正新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき緊急事態

宣言が発出されました。5 月２日には弥富市でも初めての患者が報告されました。人が集まる場所での感

染リスク回避のため、学校や公共施設の臨時休業、毎年恒例のイベント等が中止され、人々の日常生活は

一変しました。 

５月２５日には緊急事態宣言が解除されたものの、その後も患者数は再び増加し重症患者の増加で医

療がひっ迫し、令和３年１月には再び緊急事態宣言が発出されました。 

令和３年２月現在、新型コロナウイルスワクチンの予防接種により感染拡大を防ぐため、弥富市におい

ても新型コロナウイルスワクチン接種推進室を設置し、円滑に接種が行えるよう準備をしている状況で

す。 

 

２．令和２年度の健康増進事業と健康増進計画中間評価について 

 健康増進事業を推進していく上で、新型コロナウイルス感染症の拡大により様々な影響を受けていま

す。特にがん検診等の受診控えに伴う受診率の低下、またそれによるがんや疾病の早期発見早期治療に

今後大きな影響を及ぼすことが危惧されます。また、今回の中間評価の重点項目にもある「生活習慣病」

や「こころ」についても大きな影響を及ぼす恐れがあります。 

 令和２年度は感染予防を念頭におき、集団検診では時間毎の予約人数の制限、当日の感染予防対策の

徹底をしながら実施しました。また、集団健康教育を実施する上でも人数の制限をしたり密にならない

工夫をしつつ試行錯誤しながら実施しました。 

 今後も新型コロナ感染症とともに感染対策を徹底しつつ新しい保健事業のあり方を試行錯誤しながら、

今回の中間評価での重点項目「がん」「たばこ対策」「生活習慣病対策」「歯および口腔の健康」「こころの

健康」を重点項目５本柱とし、取り組んでいきたいと考えます。 
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